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3月 24025日 萩出神社春の例祭が行われ、芸能保存会の獅子舞、囃子屋台等、
時々雪が舞う中披露され、観客から拍手が送られました。

また、神社拝殿において舞姫6人による「浦安の舞」が披露、本納されました。

安養寺境内にて 萩山神社境内にて
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区三役、氏子総代、「浦安の舞」舞姫の皆さん。
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平成24年 6月 1日 下 市 田 区 報 ・ 館 報 第 82号 (2)

学
校
桜
で
は
日
本

一
と
言

わ
れ
る
南
小
の
桜
が
満
開
だ
っ

た
の
が
、
今
年
は
四
月
十
八

日
こ
ろ
で
し
た
か
。
待
ち
望

ん
だ
花
の
美
し
さ
に
感
嘆
し
、

花
を
か
で
る
人
で
賑
わ
っ
て

い
た
。
人
と
自
然
と

の
繋
が

り

に
ほ
の
か
な
豊
か
さ
を
感

じ
ま
し
た
。

区
報
通
算
８２
号
の
発
刊
に

際
し
、
先
号
以
後
の
情
勢
に

つ
い
て
お
繋
ぎ
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

日
　
本
来
の
形
で
盛
大
に
行

わ
れ
た
春
祭
り
に
前
後
し
て
、

恒
例
の
常
会
長

・
委
員
合
同

会
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
主

な
内
容
で
は
、
会
計
の
決
算
、

予
算

（別
面
記
載
）
を
始
め
、

地
区
計
画
の
実
施
状
況
と
そ

の
反
省
、
新
年
度
で
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
常
会
長
さ

ん
方
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
二

十
四
年
度
建
設
課
関
係
の
現

地
見
廻
り
調
査
で
は
三
十
二

ケ
所
を
確
認
し
、
更
な
る
道

路

・
水
路
等
の
基
盤
整
備
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

尚
、
本
年
度
よ
り
防
犯

・

交
通
安
全
等
の
施
設
に
つ
い

区
の
情
勢
に
つ
い
て

区
長

下

井

美
紀
男

て
は

一
括
交
付

金
と
い
う
形
で

の
取
り
組
み
に

代
わ
り
、
区
自
ら
の
選
択
と

判
断
で
安
全
施
設
の
充
実
を

図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

０
　
二
月
十

一
日
の
建
国
記

念
の
日
に
は
、
市
田
地
区
六

社
で
の
合
同
祭
典
が
下
市
田

の
当
番
で
行
わ
れ
、
五
十
名

余
の
関
係
者
の
方
々
が
萩
山

神
社
に
参
詣
さ
れ
ま
し
た
。

栄
あ
る
機
会
に
萩
山
神
社
の

由
来
や
御
射
山
の
神
事
、
御

柱
祭
、
獅
子
舞
奉
納
な
ど
の

紹
介
を
さ
せ
て
戴

き
、
伝
統
行
事
を

知

っ
て
も
ら
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

０
　
一秋
山
郷
上
芸

能
保
存
会
の
管
理

に
あ
る
獅
子
屋
台

の
台
車
に
つ
い
て
、

傷
み
も
ひ
ど
く
修

理
か
更
新
か
の
選

択
の
末
、
代
議
員

会
の
議
決
も
経
て

更
新
を
し
よ
う
と

い
う
こ
と
で
、
予

算
措
置
や
、
補
助

金
の
申
請
な
ど
の

作
業
に
入
り
ま
し

た
。
ｍ
　
区
民
会
館
裏

の
資
材
倉
庫

へ
の
長
尺
も
の

の
収
納
に
困
難
し
て
い
た
が
、

こ
の
ほ
ど
庫
外
西
側
の
軒
下

を
利
用
し
て
収
納
棚
を
建
設

し
ま
し
た
。
長
い
パ
イ
プ
な

ど
の
扱
い
が
安
全
で
便
利
に

な
り
ま
し
た
。

問
　
こ
ん
な
い
い
景
観
あ

っ

た
か
も
り
事
業
に
鑑
み
て
、

ｔ
御こ
衆
の
城
址
を
大
切
な
文

化
財
と
し
て
の
認
識
を
高
め
、

み
ん
な
の
共
有
財
産
で
あ
る

こ
と
の
意
義
を
広
め
よ
う
と

の
動
き
も
展
開
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

【収入の部】

平成23年度 下市田区一般会計決算報告書
(自 平成23年 4月 1日 ～至平成24年 3月 31日 )

決算収入額 32,362,134円  決算支出額 25,667,544円 差引残高 6.694,590円
【支出の部】 △印減 (単位 円)

平成23年度 高森町公民館下市田支館決算報告書
(自 平成23年 4月 1日 ～至平成24年 3月 31日 )

決算収入額 4,028,025円 決算支出額 3,486,213円 差引残高 541,812円
【支出の部】 △印減 (単位 円)

科   LI 予 算 額 決 算 額 増   減

前期繰 越 金

区 費

地 元 負担 金

消 防義 務 金

諸 収 入 金

7,199,499

15,800,000

950,000

6,300,000

1,100,000

330,000

1,900,000

1,400,000

7,199,499

15,986,960

3,991,683

1,137,397

0

186,960

△   950,000

△  2,308,317

37,397

△ 50,000

574,316

収 入 合計 34,979,499 32,362,134 △  2,617,365

科   目 予 算 額 決 算 額 増  減

環 境 衛 生 費

林

土

水

防

公

予

費

費

費

費

費

12,850,000

1,010,000

830,000

5,009,000

3,645,000

2,800,000

3,000,000

5,835,499

12,199,406

790,215

596,844

1,743,202

3,349,502

1,758,690

3,000,000

2,229,685

△   650,594

△   219,785

△   233,156

△  3,265,798

△   295,498

∠L.1,041,310

0

△  3,605,814

支 出合計 34,979,499 25,667,544 △  9,311,955

科   目 予 算 額 決 算 額 増  減
繰 越 金

補 助  金
雑 1又  入

491,310

3,000,000

520,000

1,000

491,310

3,000,000

526,882

9,833

0

0

6,882

8,833

収 入 合 計 4,012,310 4,028,025 15,715

科   目 予 算 額 決 算 額 増  減
総  務  費
事  業 費
広 報  費
予 備  費

1,930,000

1,830,000

25,000

227,310

1,812,851

1,670,862

2,500

0

∠:ヽ   117,149

△   159,138

△    22,500

△   227,310

支 出合計 4,012,310 3,486,213 △   526,097

【収入の部】
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1.850,000

1,974,316

繰  入  金

222,2791 △    107,721
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平
成
二
十
三
年
度
決
算
の

監
査
委
員
所
見

監
査
委
員
長

松

原

　

甫

去
る
四
月
二
十
三
日
に
、

平
成
二
十
三
年
度
下
市
田
区

一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
公

民
館
下
市
田
支
館
会
計
、
萩

山
神
社

一
般
会
計
、
特
別
会

計
の
決
算
監
査
を
実
施
致
し

ま
し
た
。

予
算
運
用
に
つ
き
ま
し
て

は
並
々
な
ら
ぬ
努
力
を
さ
れ

て
い
る
事
と
推
察
致
し
ま
す
。

代
議
員
会
、
各
委
員
会
、

萩
山
神
社
の
記
録
簿
の
点
検

を
行
い
ま
し
た
。
適
正
に
記

録
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

臨
時
代
議
員
会
に
お
い
て

各
会
計
よ
り
補
正
予
算
案
が

提
出
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

常
に
予
算
執
行
に
、
細
心
の

注
意
を
払
わ
れ
て
い
る
事
に

敬
意
を
表
し
ま
す
。

平成 24年度 高森町公民館下市田支館

歳入歳 出予算書

(自 平成24年 4月 1日 ～至平成25年 3月 31日 )

【歳入の部】      【歳出の部】 (単位円)

平成 24年度 下市田区一般会計

歳 入歳 出予算書

(自 平成24年 4月 1日 ～至平成25年 3月 31日 )

【歳入の部】        【歳出の部】

科  目 本年度予算額

総 務 費 2,180,000

事 業 費 1,840,000

広 報 費 20,000

予 備 費 22,812

ノ、
計 4,062,812

平成24年度高森町公民館下市田支館事業計画    平成24年度 高森町公民館下市田各分館事業計画

(単位 円)

科  目 本年度予算額

繰 越 金 541,812

繰 入 金 3,000,000

補 助 金 520,000

1,000

合  計 4,062,812

科   目 本年度予算額

前 期 繰 越 金 6,694,590

区 費 15,900,000

繰  入  金 912,324

ffir q H +l 8,780,000
財 産 収 入 11,200,000

地 元 負担 金 390,000

消 防 義 務 金 1,750,000

諸 収 入 金 1,400,000

合   計 37,026,914

ヽ_

ヽ _

科  目 1本年度予算額
総  務  費 13.760,000

環 境 衛 生 費 1.010,000

林  務  費 830、 000

土  木  費 4,750,000

水  利  費 5,740.000

防  災  費 3,280.000

公 民 館 費 3,000,000

予  備  費 4,656,914

合   計 37,026,914

月日(曜 ) 事 業 名 内   容 IX 月日(曜)1   事  業  名 ヽ
Ｎ
‘ ″ゞ
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*1区親 rお もしろ科学教室
(時の駅・ふれあい会館)

*ふれあい広場夏祭り
(積善会館広場にて)

*1区芸能祭
(福祉センター大ホール)

*1区ベタンク大会 (高森ドーム)

。小学生を対象に、科学体験を通して

親睦を深める。
。夜店、ゲーム、踊り、

「
供花火大会等

=

・常会、踊りの会の皆さんによる歌、
踊り等で親睦を深めるc
・常会対抗 (町大会予選会を兼ねるこ)

7月 21H山 *萩の郷祭り・盆踊り
。子供花火大会
・演奏、演技 (保育園児)
・お楽しみコーナー

|ズ

6月 3日 (日 )

7月 7日 (わ

10月 7日 (日 )

*ド 2ペ タンク大会 (高森ドーム)

*納涼祭 (下 2会館広場)
*下 2ふれあい運動会
(下 2会館広場)

。常会対抗で、リーグ戦、トーナメント

方式で試合を行うc
・区民全員で楽しい夜を過こす

=

・区民全員で運動会を楽しむ_

10月 2011(十 )

～2111(‖ )

*文化祭り
萩の郷ふれ

あい広場

。作品展示
・消防ふれあい祭り
。舞台発表

Ｖ^
＾

6月 10日 (日 )

又は17日 (日 )
10月 8日 (l'0

25年
1ナ127日 (日 )

*多世代交流会「軽スポーツの集い」
(区民会館・区民広場)

*力行会ふれあい運動会

*ペタンク大会 (高森ドーム)

・高寿会、育成会、小中学生、PTA

・区民

。区民ペタンク大会

11月 1[1(利 *区報・館報
「萩の郷」

83号発行

11月 1711(■ )

～1811(‖ )

*町ふるさと
祭りでテン

ト村出店

おじるこ無料サービス

(2,400食 予定 )
４
　
　
区

9月
10月

25年

1月

2日 (日 )

7日 (H)

|| 1火 )1

1月 27日 旧)

*夏季スポーツ大会 (町民グランド)
*下 4ふれあい広場

*第 21回元旦マラソン
(4区生活センター)

*ペタンク大会 (高森ドーム)

oソ フトボール
・ ミニ運動会、演芸大会

。3キ ロマラソン

・区民ペタンク大会

*区報・館報
「萩の郷」
84号発行

Ｘ́
．

6'117‖ |‖ )

9り 19日 (日 )

10月 か

月 ||は 未定

*オーイお茶だに,/(ド 5会館)

*ド 5スポーツ大会 (高森ドーム)

*オーイお茶だに,ノ (下 5会館)

・ 高齢者と障害者を招待 民生委員、
女性ふるさと、おいなんよの会の皆さ
んと共にゲーム、歌等のあと昼食会
・ペタンク、グランドゴルフ等
スポーツ終了後親睦会
・高齢者と障害者を招待 民生委員、
おいなんよの皆さんと共にゲーム、歌
等のあと昼食会

2月 1611(D *地元町議会
議員との懇

談会

。テーマを決めてそれに

対する考えを聞く
。町議からの活動報告
。区民からの質問、要望

・懇 親 会

*萩山神社
春祭リタ祭
′′ 本祭

・囃子屋台の短冊依頼、

飾りつけ
。囃子屋台引き子供へ法

被貸与、おやつ配布
・写真、ビデオ撮影
・食事の支度 (昼食)

６

　

　

区

5月 201;(‖ )

7月 中旬
8月 5日 頃
12月 23111'0

2511
1月 6日 頃

*マ レットゴルフ大会
*納涼祭 (市田音頭)講習会
*納涼祭、盆踊り大会
*オ ヤス作り(出砂原地区会館)

*どんど焼き (人 竜川)

。親水公園にて各組、常会対抗の大会
・市田音頭他の練習 商■1会館
。お祭り広場
・正月飾り講習会

ヽ

ヽ

」

|

雑 収 入
|

1

25年    |
2月 1幽

|

|

3月 23日 (土)|
～24日 (日 )|
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平
成
二
十
二
年
度
、
地
元

出
身
町
議
会
議
員
と
の
懇
談

会
が
、
去
る
二
月
十
九
日
０

午
後
七
時
よ
り
下
市
田
区
民

会
館
に
於
い
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
事
前
に
各
議
員
に
質
問

事
項
を
、
①
町
政
の

一
番
の

問
題
と
思

っ
て
お
ら
れ
る
こ

と
は
？
。
そ
れ
に
対
す
る
貴

方
の
取
り
組
み
？
。
②
こ
れ

か
ら
の
任
期
中
に
取
り
組
み

た
い
事
は
？
。
③
そ
の
他
お

話
し
し
た
い
事
を
ご
記
入
願

い
ま
す
。
そ
の
回
答
を
い
た

だ
き
、
全
員
に
配
布

い
た
し

ま
し
た
。
当
日
は
、
宮
外
正

彦
議
員
、
小
島
福
夫
議
員
、

関
島
伸
恵
議
員
、
福
沢
千
恵

子
議
員
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

松
島
部
長
の
司
会
で
始
ま

り
、
最
初
に
各
議
員
よ
り
質

問
に
対
す
る
回
答
を
発
表
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。

議
員
と
し
て
の
回
答

取
り
組
ん

で
い
る
事

【宮
外
議
員
】

ｏ
吉
田
河
原

保
育
園
の
民
営
化
に
つ
い
て
、

町
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
。

ｏ
弱
者

・
高
齢
者
対
策
、
要

救
護
者
応
援
隊
結
成
を
は
か

る
。
　
ｏ
健
康
セ
ン
タ
ー
に
指

定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
、

町
の
負
担
軽
減
を
は
か
る
。

（応
募
事
業
所
三
社
あ
り
）

【
小
島
議
員
】

ｏ
少
子
高
齢

化
に
つ
い
て
、
高
森
町
と
し

て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

ｏ
災
害
に
お
け
る
危
機
管
理

の

一
環
と
し
て
、
災
害
相
互

応
援
協
定
締
結
に
向
け
て
近

隣
県
自
治
体
と
の
締
結
を
促

し
た
い
。　
ｏ
座
光
寺
地
区
と

の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

は
か
り
た
い
。

【
福
沢
議
員
】

（
少
子
高
齢

化
が
高
森
で
も
問
題
に
な

っ

て
い
る
。
自
分
達
の
町
の
事

を

一
人
ひ
と
り
自
分
の
事
と

と
ら
え
て
、
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
町
づ
く
り
の
た
め
に
尽

く
し
た
い
。　
ｏ
災
害
の
時
に

近
所
の
事
が
分
か
る
よ
う
な

係
り
合
い
が
で
る
地
域
づ
く

り
。　
ｏ
議
員
定
数
を
減
ら
す

と
の
動
き
が
あ
る
が
、
そ
の

場
合
ど
の
よ
う
な
議
員
を
選

べ
ば
い
い
の
か
、
チ

ェ
ッ
ク

機
能
が
減
る
の
で
は
な
い
か
。

【
関
島
議
員
】

ｏ
地
域
主
権

改
革
の
中
で
国
か
ら
の
権
限

委
譲
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ミ
ニ
マ

ム
の
引
下
げ
で
地
方
向
治
体

の
本
旨
を
果
し
て
い
な
い
。

ｏ
住
民
の
福
祉
の
増
進
が
困

難
に
な

っ
て
い
る
。
経
済
第

一
で
な
く
住
民
の
絆
を
深
め

る
中
で
、
地
域
づ
く
り
が
必

要
。
　
ｏ
リ
エ
ア

●
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は

町

・
議
員

・
町
民
が

一
体
と

な

っ
て
問
題
を
推
し
進
め
る

こ
と
が
必
要
。　
ｏ
女
性
議
員

が

丁
名
し
か
い
な
い
、
少
な

く
て
も
半
数
が
女
性
議
員
に

な
る
様
に
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
。
質

疑
応

答

Ｑ
　
農
業
試
験
場
よ
り
の
江

戸
が
沢
井
水
が
流
れ
が
悪
く

な
り
災
害
時
に
危
険
。
何
と

か
し
て
欲
し
い
。

Ａ
　
竹
を
切
る
様
に
地
権
者

に
指
示
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
南
大
島
川
の
草
刈
り
が

下
市
田
側
に
島
が
多
い
の
で
、

草
刈
り
が
大
変
で
不
公
平
。

Ａ
　
牛
牧
を
含
め
て
話
し
合

い
を
し
て
い
く
。

Ｑ
　
リ
ニ
ア
が
十
五
年
後
に

開
通
し
ま
す
が
、
町
の
対
策

は
ど
の
様
に
な

っ
て
い
ま
す

・刀Ａ
　

一
番
の
問
題
は
土
地
利

用
、
広
域
連
合
で
取
り
組
む
。

Ａ
　
駅
の
周
辺
自
治
体
と
の

連
携
、
商
業

・
工
業

・
産
業

の
誘
致
活
動
を
進
め
る
。

Ｑ
　
立
ち
退
き
等
の
場
合
、

一
人
住
ま
い
の
方
も
考
慮
し

て
進
め
て
ほ
し
い
。
（要
望
）

Ｑ
　
環
境
問
題
で
田
園
風
景
、

電
磁
波
等
も
考
慮
し
て
進
め

て
ほ
し
い
。
（要
望
）

Ｑ
　
大
島
川
の
河
川
清
掃
の

分
担
で
、
地
域
に
よ

っ
て
差

が
あ
る
。

Ａ
　
県
の
河
川
で
は
あ
る
が
、

区
同
士
で
話
を
し
て
い
き
た

Ｑ
　
生
活
弱
者
の
支
援
で
モ

デ
ル
地
区
を
作

っ
て
、
町
全

体
の
対
策
と
し
て
取
り
組
ん

で
欲
し
い
。
（要
望
）

Ｑ
　
原
発
の
支
援
等
の
問
題

に
つ
い
て
、
災
害
時
の
対
策

を
話
し
合

っ
て
欲
し
い
。

（要
望
）

の
懇
談
会

一
委
員
会
活
動
報
告
　
　
一年能断ヽ
鮫知馘ｒ

一
　

　

土
木
委
員
長

上

沼

健

二

一
の
維
持
整
備
の
為
に

下
市
田
区
の
皆
様
が
日
々

舗
装
補
修
箇
所
調
査
と
集
約

生
活
さ
れ
る
中
で
感
じ
る
道

の
上
、
要
望
提
出
と
提
出
に

路

・
水
路

・
安
全
施
設
等
の

基
づ
く
現
地
確
認
を
行
い
、

不
都
合
、
不
具
合
な
箇
所
や

補
修
実
施
の

一
連
の
管
理
を

危
険
と
思
う
場
所
を
お
聞
き

致
し
ま
す
。

し
、
集
約
と
優
先
度
を
ま
と

　

当
委
員
会
の
作
業
と
し
て
、

め

『
区
要
望
』
を
町

へ
届
け

河
川
清
掃
日
に
南
小

・
牛
牧

る
役
日
と
心
得
、
委
員
会
活

線
と
参
道
線
の
除
草
作
業
を

動
を
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま

行
い
ま
す
。
冬
期
融
雪
剤
の

す
。
地
区
計
画
と
し
て
町
予

所
要
量
確
保
と
配
布
も
担
当

算
に
組
み
込
ま
れ
た
工
事
の

致
し
て
お
り
ま
す
。

実
施
を
見
届
け
る
為
、
毎
月
々
　
　
昨
年
度
委
員
総
入
れ
替
わ

定
例
委
員
会
を
開
き
進
捗
状

り
の
中
で
経
験
不
足
な
点
は
、

況
を
確
認
し
て
お
り
ま
す
。
　
区
民
の
皆
様
に
届
か
ぬ
不
満

一
区
か
ら
六
区
、
全
て
の

と
な
る
面
も
あ
ろ
う
か
と
存

ご
要
望
が
実
現
す
る
訳
で
は

じ
ま
す
が
、
精

一
杯
努
め
て

ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
要
望
の

参
り
ま
す
の
で
、
何
卒
よ
ろ

主
旨
を
逸
脱
さ
せ
な
い
事
と
、　
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

組
み
合
せ
や
効
率
と
い

っ
た

点
も
、
知
恵
を
絞
り
予
算
の

限
り
を
無
駄
に
せ
ぬ
よ
う
心

掛
け
て
管
理
し
て
お
り
ま
す
。

四
月
、
今
年
度
下
市
田
区
地

区
計
画
策
定
に
基
づ
き
、
副

町
長
・役
場
地
区
担
当
職
員
・

各
区
自
治
会
長
様

・
地
元
議

員
様
方
と
、
施
工
計
画
箇
所

全
て
を
ご
案
内
し
、
確
認
頂

き
ま
し
た
。
又
、
区
内
未
舗

装
路
の
整
備
と
し
て
、
春
の

里
道
作
り
に
先
立
ち
砂
利
敷

ヽ_

EI

ヽ

』
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こ
の
春
、
こ
の
地
方
の
先

陣
を
切

っ
て
萩
山
神
社
の
春

の
祭
礼
が
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
年
は
二
月
二
十
四
日

宵
祭
り
、
二
十
五
日
本
祭
り

に
大
勢
の
見
物
人
に
囲
ま
れ

た
中
で
の
奉
納
と
な
り
、
賑

や
か
で
華
や
か
な
祭
り
と
な

り
ま
し
た
。
二
十
二
年
は
御

柱
で
保
存
会
の
活
動
は
出
来

な
く
、
二
十
二
年
は
東
日
本

大
震
災
で
活
動
は
縮
小
し
、

こ
の
二
年
間
は
副
幹
事
長
と

し
て
ほ
と
ん
ど
祭
り
に
対
し

て
の
流
れ
の
把
握
が
出
来
ま 萩

山
郷
土
芸
能
保
存
会

幹
事
長
　
・本
　
田

率
分
１

月

せ
ん
で
し
た
ｃ

区
か
ら
二
十
四
年
の
祭
り

は
盛
大
に
行
い
た
い
と
の
話

が
持
ち
上
が
り
、
昨
年
十
二

月
の
引
継
ぎ
に
幹
事
長
を
命

じ
ら
れ
、
幹
事
会
の
運
営
が

始
ま
り
、
萩
山
郷
土
芸
能
保

存
会
と
言
わ
れ
る
組
織
で
、

大
勢
の
運
営
委
員
会
の
方
々

を
交
え
、
協
力
の
も
と
に
二

月
十
七
日
よ
り
連
日
連
夜
、

区
民
会
館
で
稽
古
を
重
ね
、

獅
子
舞
・
獅
子
曳
き
・
囃
子
・

獅
子
花
作
り
な
ど
、
各
関
係

の
御
協
力
を
頂
き
計
画
が
予

定
通
り
進
み
ま
し
た
。

又
、
二
十
五
日
の
本

祭
り
に
は
、
萩
山
神
社

の
例
祭
に
合
わ
せ
て
萩

山
郷
土
芸
能
保
存
会
と

し
て
、
歴
史
と
伝
統
の

獅
子
舞

・
囃
子
屋
台
の

芸
能
発
表
会
が
行
わ
れ
、

五
ケ
所
の
公
開
場
所
で

は
、
か

つ
て
な
い
大
変

な
人
出
と
人
気
で
し
た
。

又
、
今
年
は
パ
ー
ス
公

演
に
て
呼
び
込
み
太
鼓

に
も
祭
り
を
盛
り
上
げ

て
頂
き
、
お
祭
り
の
花
形
と

し
て
、
獅
子
曳
き
の
子
供
達

（
松
工

・
梅
王

・
桜
丸
）
も

獅
子
部
に
負
け
な
い
練
習
を

し
て
、
近
年
に
な
い
朝
か
ら

の
雪
舞
い
散
る
中
、
寒
さ
に

負
け
ず
真
剣
な
演
技
が
出
来

ま
し
た
。
御
三
家
父
兄
の
協

力
の
も
と
に
、
ま
た
区
民
の

多
く
の
御
賛
同
を
戴
き
、
春

祭
り
が
盛
大
に
挙
行
出
来
ま

し
た
事
、
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

祭
典
終
了
後
、
多
く
の
人

達
と
反
省
会
を
行
い
ま
し
た
。

三
百
余
年
の
歴
史
と
伝
統
を

誇
る
、
獅
子
舞
・獅
子
曳
き
・

御
囃
子

・
俄
を
、
今
後
ど
う

受
け
継
ぎ
、
継
承

・
伝
承
し

て
行
く
か
が
、
今
後
の
課
題

に
成
り
ま
し
た
。

草
軽
製
作
の
継
続
の
件
か

ら
始
ま
り
、
囃
子
部
員
の
人

数
拡
大
等
々
、
数
々
の
御
意

見
が
出
ま
し
た
。
し
か
し
歴

史
あ
る
こ
の
祭
り
を
継
承
す

る
こ
と
、
守

っ
て
行
く
事
が

こ
れ
か
ら
の
世
代
に
、
ど
れ

だ
け
大
切
な
時
代
な
の
か
、

若
者
達
に
理
解
し
て
戴
き
、

よ
り
多
く
の
参
加
で
祭
り
に

よ

っ
て
元
気
な
下
市
田
に
、

高
森
町
に
成
長
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

浦姜の舞姫の皆さん 獅子曳きの春さん

マ /
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さ
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下
市
田
の
み
な
さ
ん

こ
ん
に
ち
は

五
区

矢

澤

真

美

近
所
の
方
々
に
親

切
に
教
え
て
頂
き
、

住
み
始
め
て
、
改

め
て
下
市
田
の
良

さ
、
人
の
あ

っ
た
か
さ
を
実

感
し
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
へ

来
る
前
は
ア
パ
ー
ト
暮
ら
し

で
子
供
達
は
家
の
中
に
い
る

事
が
多
か

っ
た
の
で
す
が
、

こ
こ
へ
来
て
み
る
み
る
遅
し

く
な
り
ま
し
た
。
豊
か
な
自

然
の
中
で
生
活
す
る
事
の
大

切
さ
を
実
感
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。
暮
ら
し
始
め
て

一
年
で

す
が
、
私
達
家
族
は
下
市
田

が
大
好
き
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
お
世
話
に
な

我
が
家
は
主
人
と
私
、
中

学
二
年
の
長
女
、
小
五
の
長

男
、
小
三
の
二
女
の
五
人
家

族
で
す
。
そ
し
て
大
を

一
匹

飼

っ
て
い
ま
す
。
主
人
も
私

も
飯
田
市
出
身
で
す
。

下
市
田
の
土
地
を
紹
介
し

て
頂
い
た
時
に
利
便
性
が
良

い
中
で
、
自
然
の
美
し
さ
も

あ
り
、　
一
日
見
て
家
族
皆
が

気
に
入
り
、

マ
イ
ホ
ー
ム
の

建
築
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

下
市
田
出
身
で
な
い
私
達

に
と

っ
て
、
色
々
と
わ
か
ら

り
ま
す
。
末
長
く
よ
ろ
し
く

一

な
い
事
ば
か
り
で
し
た
が
、
　

お
願
い
致
し
ま
す
。　
　
　
　
一

丁

―
―

出
会
い
の
奇
跡
に
感
謝
し
て

　

れ
だ
“
期
薇

五
区

花

井

彩

華

切
る
場
面
や
、

今
か
ら
十
五
年
前
、
中
国

軍
服
を
着
て
ひ
げ
を
は
や
し

の
深
川

（
し
ん
せ
ん
）
で
、
　

て
い
る
人
達
ば
か
り
見
て
い

日
系
企
業
の
技
術
指
導
に
来

て
、
日
本
人
に
対
す
る
イ
メ
ー

て
い
た
主
人
と
知
り
合
い
ま

ジ
が
全
く
良
く
な
か

っ
た
か

し
た
。
当
時
私
の
田
舎
で
は

ら
で
す
。

国
際
結
婚
は
初
め
て
の
事
で
、　
　
田
舎
に
挨
拶
に
行

っ
て
、

家
族
は
勿
論
、
親
戚
か
ら
も

家
族
や
周
り
の
人
に
紹
介
し

猛
反
対
を
さ
れ
ま
し
た
。
テ

ま
し
た
。
皆
主
人
を

一
日
見

て
こ
れ
ま
で
の
日
本
人
に

対
す
る
イ
メ
ー
ジ
が
変
わ
っ

た
様
で
し
た
。
結
婚
に
も

賛
成
し
て
も
ら
い
、
日
本

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
中
学

一「

あ
の
頃
を
大
事
に

二
区

小

川

下
市
田
へ
お
世
話
に
な
り

三
十
余
年
、
こ
の
地
区
の
皆

様
の
為
に
何
も
出
来
ず
に
今

日
ま
で
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

飯
田
文
化
会
館
で
の
成
人
式

に
龍
江
の
代
表
で
意
見
発
表

し

一
言

「
自
分
は
世
の
為
人

の
為
に
や
る
ぞ
」
と
言

っ
た

の
を
思
い
出
し
ま
す
。
四
十

数
年
前
で
し
た
。
還
暦
を
過

ぎ
世
の
迷
い
も
無
く
な

っ
た

今
日
、
ゆ

っ
た
り
と
百
姓
を

と
思
い
つ
つ
も
毎
日
の
遣
り

繰
り
に
追
わ
れ
悶
々
と
し
た

毎
日
を
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

十

一
日
に
は
六
十
数
年
の
生

き
様
の

一
部
を
お
見
せ
出
来

た
ら
幸
い
で
す
。
萩
の
郷
の

一
員
と
し
て
恥
じ
な
く
悔
い

無
き
境
涯
に
し
た
い
と
。
名

言
通
り

「
飛
ぶ
鳥
あ
と
を
濁

さ
ず
」
と
か
。
下
市
田
の
保

存
会
囃
子
部
に
入
り
二
十
余

年
、
息
の
続
く
限
り

一
筋
の

藁
に
な
れ
れ
ば
と
。
終
わ
り

に
先
程
述
べ
ま
し
た
が
、
ふ

れ
あ
い
広
場

（十
月
二
十

一

日
）
に
は
今
田
の
人
形
を
呼

ん
で
下
さ
り
、
寺
小
屋
の
段

を
語
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

拙
い
調
べ
と
思
い
ま
す
が
、

一
人
で
も
多
く
の
方
に
聞
い

て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

に
移
住
し
、
下
市
田
五
区
に

住
む
事
に
な
り
、
現
在
に
至

っ

て
い
ま
す
。

周
り
の
人
達
は
と
て
も
親

切
で
、
私
共
々
家
族
中
自
分

の
子
供
や
孫
を
見
る
様
な
感

じ
で
接
し
て
く
れ
て
、
本
当

二
年
を
頭
に
小
学
六
年
、
四

年
、
二
年
、
保
育
園
年
中
、

二
歳
と
六
人
の
子
供
に
恵
ま

れ
幸
せ
な
日
々
を
送

っ
て
い

ま
す
。
昨
年
は
婦
人
ふ
る
さ

と
作
り
の
役
員
も
さ
せ
て
頂

き
地
区
の
人
達
も
交
え
て
餃

子
作
り
を
す
る
等
楽
し
い
事

も
沢
山
有
り
ま
し
た
。

六
億
人
の
人
々
が
暮
ら
す

広
大
な
中
国
で
、
二
人
が
巡

り
会
え
た
奇
跡
に
感
謝
し
て
、

こ
の
日
本
の
地
で
が
ん
ば

っ

て
い
こ
う
と
思

っ
て
い
ま
す
。

日
ホ
奉
仕
団
よ
＝

寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た

望

い
つ
も
ご
寄
贈
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
日
赤
奉
仕
団
よ

り
、
下
市
田
区
に
扇
風
機
二

機
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大

切
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

ヱ
■
・”

一
口
■
卜
は
，

:

L

・  ヽ

ジ
J

イ 躊

/

γ
ギ、.薔

「

1

と

昨
年
の
七
月
か
ら
農

業
委
員
と
い
う
大
役

修
　
を
柄
に
も
無
く
引
受

け
て
、
皆
様
の
足
を
引

っ
張

ら
ぬ
様
務
め
な
け
れ
ば
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
何
れ
に
せ
よ

あ
の
気
持
ち
を
い
つ
も
忘
れ

ず
、
い
か
な
る
務
め
に
も
皆

さ
ん
と
和
を
保
ち
な
が
ら
天

寿
を
全
う
出
来
た
ら
と
思

っ

て
お
り
ま
す
。
こ
の
十
月
二

辱
｀

二
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中
学
生
に
な

っ
て

中
一
片

桐

飛

羽

（六
区
）

ぼ
く
は
、
入
学
式
前
日
、
　
　
ぼ
く

ク
ラ
ス
発
表
で
だ
れ
と

一
緒

り
た
い

の
ク
ラ
ス
に
な
る
か
と
て
も

夢
は
、

不
安
で
し
た
。
で
も
、
小
学

る
こ
と

校
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の

　

プ

ロ

野
球
を
し
て
い
て
た
く
さ
ん

ゴ
ン
ズ

の
友
達
が
い
た
の
で
こ
の
ク

ゴ
ン
ズ

ラ
ス
で
楽
し
く
や

っ
て
い
け

学
校
三

れ
る
と
思
い
ま
し
た
。
　
　
　
少
年
団

二
年
生
に
な
る
と
新
校
舎

た
。

に
入
れ
る
為
、
ま
た
ク
ラ
ス
　
　
ス
ポ

替
え
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す

六
年
生

が
、
み
ん
な
と
仲
よ
く
た
く

り
ま
す

さ
ん
友
達
を
作
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

に
と

っ
て

一
番
頑
張

こ
と
は
、
野
球
で
す
。

プ

ロ
野
球
選
手
に
な

で
す
。

野
球
は
、
中
日
ド
ラ

の
フ
ァ
ン
で
、
ド
ラ

に
あ
こ
が
れ
て
、
小

年
生
か
ら
ス
ポ
ー
ツ

の
野
球
を
始
め
ま
し

少
の
大
会
は
、
五

・

に
な
る
と
試
合
が
あ

。
大
会
に
な
る
と
緊

張
し
ま
す
が
、
勝

っ
た
時
の

う
れ
し
さ
、
負
け
た
時
の
く

や
し
さ
、
大
会
で
の
こ
と
は

今
も
思
い
出
に
残

っ
て
い
ま

す
。

ス
ポ
少
で
か
ん
と
く
に

教
え
て
も
ら

っ
た
こ
と
を
思

い
出
し
や

っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

と
め
た
経
験
が
な
い
の
で
不

安
だ
け
ど
、
支
部
の
み
ん
な

を
し

っ
か
り
ま
と
め
て
い
き

た
い
で
す
。
そ
し
て
、
み
ん

な
に
楽
し
い
と
思

っ
て
も
ら

え
る
よ
う
な
行
事
を
計
画
し

て
い
き
た
い
で
す
。

小
学
校
生
活
最
後
の

一
年

な
の
で
悔
い
の
残
ら
な
い
よ

う
に
し
た
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
部
活
動
が
始
ま

り
ま
す
。

中
学
校
の
野
球
部
は
、
全

国
大
会
に
何
度
か
行

っ
て
い

る
の
で
、
ぼ
く
も
野
球
で
全

国
大
会
に
行
け
れ
る
よ
う
に

部
活
動
を
休
ま
ず
、
厳
し
い

練
習
に
も

つ
い
て
い

っ
て
、

野
球
が
う
ま
く
な
れ
る
よ
う

頑
張

っ
て
続
け
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

中
学
校
生
活
で
は
、
勉
強

は
も
ち
ろ
ん
部
活
も
自
分
の

目
標
を
し

っ
か
り
も

っ
て
、

三
年
間
、
過
ご
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

ば<の作文

六
年
生
で
が
ん
ば
り
た
い
こ
と
　
れ
喘
い
った‥こ

小
六
　
田

本

　
　
遥

（
二
区
）

だ
か
ら
ろ
う
か

私
は
六
年
生
で
が
ん
ば
り
　
で
す
れ
ち
が
う
人
に
は
、
大

た
い
こ
と
が
四
つ
あ
り
ま
す
。　
き
な
声
で
は

っ
き
り
と
あ
い

一
つ
目
は
姿
勢
を
良
く
す

さ

つ
を
し
た
い
で
す
。

る
こ
と
で
す
。
私
は
す
わ

っ
　
　
一二
つ
目
は
忘
れ
物
を
し
な

て
い
る
と
、
知
ら
な
い
う
ち
　
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。

に
だ
ん
だ
ん
姿
勢
が
悪
く
な
っ
　
私
は
急
い
で
時
間
割
を
そ
ろ

て
い

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
だ
　
え
て
、
忘
れ
物
を
し
て
し
ま

っ

か
ら
姿
勢
に
気
を

つ
け
て
生

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
だ
か

活
し
た
い
で
す
。
　
　
　
　
　
ら
時
間
割
を
そ
ろ
え
た
ら
、

二
つ
目
は
大
き
な
声
で
は
っ
　
も
う

一
度
確
認
し
て
忘
れ
物

き
り
と
あ
い
さ

つ
を
す
る
こ
　
を
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に

と
で
す
。
私
は
ろ
う
か
で
す

し
た
い
で
す
。

れ
ち
が
う
人
に
あ
い
さ

つ
を

　

四

つ
目
は
支
部
長
の
仕
事

し
て
も
、
声
が
小
さ
く
て
相

を
し

っ
か
り
す
る
こ
と
で
す
。

手
が
あ
い
さ

つ
を
返
し
て
く

私
は
他
の
学
年
の
人
達
を
ま

4r†

「ご
Ｆ晨
辟

一区
の
紹
介
　
　
鰯蹴
下「（暉脚やい議

一
区
自
治
会
長
　
　
　
会
館
」
ニ
ケ
所
の
集

久
保

田

日
日
半
芋

会
施
設
が
あ
り
ま
す
。

下
上巾
田

一
区
は
、

下
市
田
の
北
の
は

ず
れ
に
位
置
し
て

い
ま
す
。
北
は
大

島
川
を
境
と
し
、

西
は
広
域
農
道
の

下
流
側
、
南
は
江
戸
ヶ
沢
川

を
概
ね
境
に
下
市
田
三
区
と

接
し
、
東
は
国
道

一
五
三
号

線
が
境
で
す
。
段
丘
に
よ
り

上
段
と
下
段
に
分
断
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

役
場

・
福
祉
セ
ン
タ
ー

・

中
央
公
民
館
・
町
民
体
育
館
・

資
料
館

・
南
小
学
校

・
中
学

校

・
農
協
高
森
支
所

等
、
町
の
中
枢
機
関
　
　
　
，

が
集
中
し
て
お
り
ま

す
。
そ
の
た
め
か
人

口
が
年
々
増
加
し
て

お
り
ま
す
。

四
月

一
日
現
在
で
、

人
口
千
五
百
八
十
六

人
、
五
百
八
世
帯
と

区
内
最
大
の
自
治
会

で
す
。
常
会
数
十
八

常
会
、
組
合
数
三
十

九
組
合
、
常
会
加
盟

世
帯
数
三
百
五
十
五

戸
。
集
会
施
設
は
上

公
民
館
下
市
田

一
区
分
館

の
活
動
を
中
心
に
し
て
、
お

も
し
ろ
科
学
教
室
、
ふ
れ
あ

い
夏
ま

つ
り
、
隔
年
で
芸
能

祭
、

ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
自
治

会
独
自
の
事
業
を
行

っ
て
お

り
ま
す
。

ア
パ
ー
ト
が
多
い
、
又
独

立
世
帯
が
多

い
、
年
ご
と
に

新
し
く
転
入
す
る
人
が
多
い

等
、
自
治
会
活
動
を
進
め
る

上
で
苦
労
も
あ
る
が
、
規
模

が
大
き
い
た
め
財
政
的
に
余

裕
が
あ
り
、
若
い
人
も
多
い

の
で
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

“
αヽ 。

わたしの作文望欝
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高
森
町
商
工
会

（六
区
）
　

品
、
慶
弔
の
お
返
し
品
一

事
務
局
長

前
島
登
志
夫

な
ど
に
活
用
さ
れ
て
い
一

全
国
の
町
村
に
設
置
さ
れ

ま
す
。

エ
コ
活
動
で
木
質
バ

一

て
い
る
商
工
会
は
、
地
区
内

イ
オ

マ
ス
ス
ト
ー
ブ
の
研
究

一

の
商
工
業
者
の
経
営
支
援
を

活
動
で
は
、
園
芸
農
家
の
燃

一

通
じ
て
地
域
の
商
工
業
の
発

料

コ
ス
ト
の
大
幅
な
改
善
に

一

展
を
図
り
、
地
域
の
発
展
に

完
成
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
一

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

剪
定
材
や
枝
打
ち
材
を
利
用

一

た
法
律
に
基
づ
く
特
殊
法
人

す
る
の
で
、
環
境
面
か
ら
も

一

で
、
当
商
工
会
は
昭
和
三
十

評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
町
の

一

五
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
　
支
援
を
受
け
て
実
施
し
て
い

一

四
月

一
日
現
在
で
三
百
二
十

ま
す
。
リ
フ
ォ
ー
ム
ク
ー
ポ

一

六
名
の
会
員
で
構
成
さ
れ
て
　
ン
事
業
は
、
リ
フ
ォ
ー
ム
を

一

い
ま
す
。
経
営
相
談
に
対
応

町
内
業
者
で
施
工
さ
れ
る
と

一

す
る
業
務
の
ほ
か
、
次
の
事

最
大
五
万
円
の
補
助
が
受
け

一

業
を
行

っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
ら
れ
ま
す
。
経
営
の
現
場
ば

一

町
内
の
大
型
店
を
含
め
た

か
り
か
家
庭
で
も
役
立

つ
５

一

Ｓ
活
動

「
整
理

・
整
頓

・
清

掃

・
清
潔

・
躾
」
の
活
用
は

商
工
会
で
学

べ
ま
す
。
５
Ｓ

は
人
生
を
楽
し
く
し
ま
す
。

資
料
な
ど
ご
要
望
の
方
に
は

差
し
上
げ
ま
す
。
市
田
柿
の

発
祥
の
地
の
経
済
団
体
と
し

て
標
榜
す
る
事
業
で
は
、
市

田
柿
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
成
し

て
い
ま
す
。
無
料

で
配
布
し
て
い
ま

す
。
在
庫
が
あ
り

ま
す
か
ら
窓
口
で

～
鯉
泳
ぐ
～
　
は
る

松
岡
城
址
・新
緑
の
会

松
岡
城
址
愛
護
会
　
〓木
・

下
‐
　
　
曲
豆

高
森

ニ
ュ
ー
サ
ウ
ン
ズ

・
心

鼓
毬
「彩
」
・
コ
カ
リ
ナ
「か

っ

こ
う
」
・
田
戸
純
市

さ

ん

（詩
吟
）
・
塩
原
良
さ
ん

（篠

笛
）
な
ど
城
址

に
相
応
し
い

出
演
に
合
わ
せ
、
吉
田
の
小

池
建
設
さ
ん
始
め
、
多
く
の

方
々
の
ご
協
力
に
よ
り
、
時

節
柄
本
丸

一
円
に
鯉
の
ぼ
り

を
泳
が
せ
、
大
勢
の
参
加
者

と
共
に
城
址
の
春
を
楽
し
む

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

又
、
今
回
は

「
茶
券
」
（三

百
円
）
と
し
て
皆
さ
ん
に
ご

協
力
頂
い
た
お
金
は
お
茶
の

材
料
費
実
費
の
外
は
松
岡
城

ト
ラ

ッ
プ
も
町
内
の
み
で
販

一址
保
存
活
動
の
た
め
に
使
わ

売
し
て
土
産
な
ど
に
利
用
さ

一
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

れ
て
い
ま
す
。
高
森
町
唯

一
一　
本
丸
の
先
端
か
ら
リ
ニ
ア

の
経
済
団
体
と
し
て
、
こ
れ

一
の
走
る
姿
や
リ

ニ
ア
飯
田
駅

華
せ
か
き
寄
せ
金
運
か
き
寄
せ
市
田
柿

高
森
釘
オ
リ
ジ
ナ
ル
幸
連
ス
ト
ラ
ッ
プ

∴

７

磯
時

き
　

ど

う

ぞ

ｃ

携

帯

ス

画
か
ら
開
業
に
至
る
支
援
と
、
一謝
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
今

開
業
し
て
か
ら
の

一
定
期
間

一後
の
ご
支
援
を
心
か
ら
お
願

も
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。　
　
　
一
い
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
十

一
月

の

「
松
岡
城

址

の
秋
を
観
る
会
」
の
好
評

に
応
え
て
、
四
月
二
十
九
日

関
係
各
位
の
ご
支
援
に
よ
り

「
鯉
泳
ぐ
松
岡
城
址

・
新
緑

の
会
」
を
盛
大
に
開
催
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

か
ら
も
地
域
社
会
に
貢
献
す

る
こ
と
に
尽
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。
又
新
規
開
業
の
お
手

伝
い
も
行

っ
て
い
ま
す
か
ら
、

こ
れ
か
ら
新
た
に
商
売
を
始

め
よ
う
と
考
え
て
い
る
人
は
、

是
非
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
計

内
容
は
昨
年

秋
に
準
じ
て
裏

千
家
淡
交
会
の

野
点
を
始
め
、

を
眼
下
に
見
ら
れ
る
時
代
が

間
近
い
こ
と
を
思
う
と
、
占

里
の
歴
史
と
最
も
新
し
い
文

明
の
合
流
点
と
し
て
位
置
づ

け
、
松
岡
城
址
を
整
備
し
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
ご
協
力
に
深
く
感

今
回
の
研
修
の
目
的
地
の

一
つ
に
、
浜
岡
の
原
子
力
館

が
あ
り
ま
し
た
。
内
部
に
は

五
重
の
壁
に
守
ら
れ
た
巨
大

な
圧
力
容
器
の
模
型
や
、
制

御
棒
に
よ
る
迅
速
な
運
転
停

止
、
運
転
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の

厳
し
い
訓
練
等
が
見
聞
出
来
、

ま
で
の
知
識
と
は
違

っ
た

点
か
ら
原
発
を
と
ら
え
、

解
を
深
め
る
事
が
出
来
ま

た
。
し
か
し
最
後
に
展
望

か
ら
原
発
の
全
貌
を
見
た

用
務
員
さ
ん

分
館
主
事

支
館
部
員
の
交
代

一　
長
年
区
民
会
館
内
外

の
掃

一除
、
管
理
を
し
て
い
た
だ
き

一
ま
し
た
渡
辺
千
代
さ
ん
に
代

一
わ
り
ま
し
て
、
同
じ
三
区
の

一今
川
静
枝
さ
ん
に
お
願
い
す

一
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
ｃ

一　

又
分
館
主
事
が
、
三
区
の

一青
木
恵
裕
さ
ん
に
代
わ
り
ま

一
し
た
。
支
館
部
員
で
は
三
区

一
の
仲
平
豊
実
さ
ん
、
塩
沢
秀

一
子
さ
ん
。
五
区
の
塩
沢
綾
子

一
さ
ん
が
、
本
年
よ
り
新
た
に

一部
員
と
し
て
活
躍
し
て
い
た

一
だ
き
ま
す
。

時
、
海
か
ら
非
常
に
近
い
所

に
立
地
し
て
い
て
、
ま
る
で

海
岸
に
建
設
さ
れ
て
い
る
印

象
を
受
け
ま
し
た
。
津
波

ヘ

の
対
応
が
ま
だ
十
分
で
な
い

と
強
く
感
じ
ま
し
た
。
夏
の

電
力
不
足
を
前
に
し
て
、
色
々

論
議
が
盛
ん
で
す
が
、
ど
の

様
に
原
発
に
対
す
る
か
、
考

え
さ
せ
ら
れ
た
研
修
で
し
た
。

覇
一̈
ヽ
一日
´

一　
編

集

後

記

Ｔ
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．
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．

．

．

．

．

．

．

．

一　

昨
年
は
東
日
本
人
震
災
の

影
響
で
萩
山
神
社
の
春
祭
り

が
縮
小
さ
れ
、
本
年
は
二
年

ぶ
り
終
＝
で
獅
子
舞
を
見
る

一
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
「
萩

の
郷
」
８２
号
を
お
届
け
致
し

一
ま
す
。
編
集
委
員
も
二
年
目

一
を
迎
え
ま
し
た
。
区
民
の
皆

一様
方
に
身
近
で
、
分
か
り
や

一
す
い
紙
面
を
お
届
け
出
来
る

一　
　
　
　
　
―

一
様
努
力
し

て
ま

い
り
ま
す
。
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